
1 │ 趣旨説明

こ
の
二
つ
の
面
を
持
ち
、
仏
教
と
の
関
わ
り
は
、
多
く
の
場
合
、
こ
の
二
つ

の
面
を
内
包
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
そ
の
事
情
は
中
国
で
も
、
チ
ベ
ッ

ト
で
も
、
そ
し
て
、
日
本
で
も
同
じ
で
あ
っ
た
。
イ
ン
ド
で
は
ナ
ー
ガ
ー
ル

ジ
ュ
ナ
（
二
世
紀
頃
）、
ヴ
ァ
ス
バ
ン
ド
ゥ
（
四
世
紀
頃
）
な
ど
、
中
国
で
は

智
顗
（
五
三
八
│

五
九
七
）、
玄
奘
（
六
〇
二
│

六
六
四
）
な
ど
、
チ
ベ
ッ
ト

で
は
ツ
ォ
ン
カ
パ
（
一
三
五
七
│

一
四
一
九
）
な
ど
、
日
本
で
は
聖
徳
太
子
（
五

七
四
│

六
二
二
）、
最
澄
（
七
六
六
／
七
六
七
│

八
二
二
）、
空
海
（
七
七
四
│

八
三
五
）、
凝
然
（
一
二
四
〇
│

一
三
二
一
）
な
ど
の
仏
教
と
の
関
わ
り
が
如
実

に
こ
の
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
先
駆
者
た
ち
は
、
信
仰
対
象
と
し

て
仏
教
と
関
わ
っ
て
い
た
だ
け
で
な
く
、
研
究
対
象
と
し
て
も
仏
教
に
関
わ

っ
て
い
た
。

　
本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、「
研
究
対
象
と
し
て
の
仏
教
」
を
「
仏
教
学
」
と

し
、
明
治
期
以
降
の
仏
教
学
を
「
近
代
仏
教
学
」
と
す
る
も
の
で
あ
る
が
、

「
仏
教
学
」
自
体
は
、
ナ
ー
ガ
ー
ル
ジ
ュ
ナ
な
ど
が
研
究
対
象
と
し
て
仏
教
に

関
わ
っ
て
き
た
よ
う
に
、
決
し
て
近
代
的
な
も
の
で
は
な
い
。
そ
の
伝
統
は

　
六
世
紀
半
ば
日
本
に
仏
教
が
伝
来
し
て
以
来
、
仏
教
は
日
本
文
化
を
形
成

す
る
大
き
な
要
因
と
な
り
、
現
在
ま
で
至
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
日
本
が
近

代
化
し
て
い
く
背
景
に
は
、
常
に
仏
教
の
存
在
が
あ
っ
た
と
も
指
摘
さ
れ
て

い
る
。
日
本
仏
教
研
究
の
主
流
は
、
古
代
・
中
世
に
あ
っ
た
が
、
吉
田
久
一

『
日
本
近
代
仏
教
史
研
究
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
五
九
）、
池
田
英
俊
『
明

治
の
仏
教
』（
評
論
社
、一
九
七
六
）、柏
原
祐
泉
『
日
本
仏
教
史
・
近
代
』（
吉

川
弘
文
館
、
一
九
九
〇
）
な
ど
を
初
め
と
し
て
、
明
治
期
以
降
の
近
代
仏
教

研
究
の
成
果
が
公
刊
さ
れ
、
こ
こ
数
十
年
、
近
代
仏
教
に
関
す
る
研
究
が
増

え
て
き
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
背
景
か
ら
、
一
九
九
二
年
に
は
「
日
本
近
代

仏
教
史
研
究
会
」
が
設
立
さ
れ
る
に
至
っ
た
。

　
仏
教
に
つ
い
て
、
今
、
そ
の
境
界
が
曖
昧
と
は
言
え
、
ま
た
、
そ
の
区
別

が
無
謀
だ
と
い
う
批
判
は
承
知
の
上
、
仮
に
そ
の
仏
教
を
「
信
仰
対
象
と
し

て
の
仏
教
」
と
「
研
究
対
象
と
し
て
の
仏
教
」
と
区
別
し
て
み
よ
う
。
紀
元

前
六
世
紀
頃
に
イ
ン
ド
で
仏
教
が
成
立
し
て
か
ら
、
す
で
に
イ
ン
ド
に
お
い

て
、
数
多
く
の
論
書
（
ア
ビ
ダ
ル
マ
）
が
著
さ
れ
た
こ
と
か
ら
も
、
仏
教
は
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楠
順
次
郎
に
つ
い
て
、
石
上
和
敬
氏
が
「
高
楠
順
次
郎
に
お
け
る
海
外
│
海

外
体
験
と
そ
の
果
実
│
」
と
い
う
演
目
で
、
高
楠
順
次
郎
の
業
績
や
事
業
に

お
け
る
西
洋
の
関
係
が
講
じ
ら
れ
る
。
仏
教
学
研
究
に
と
っ
て
重
要
な
仏
典

を
編
纂
し
た
「
大
正
新
脩
大
蔵
経
」
の
着
想
は
イ
ギ
リ
ス
人
、
ド
イ
ツ
人
か

ら
の
勧
め
に
よ
っ
た
と
の
背
景
が
述
べ
ら
れ
、
興
味
深
い
。
シ
ン
ポ
ジ
ス
ト

の
種
村
隆
元
氏
は
「
比
較
「
思
想
」
か
ら
見
た
密
教
研
究
」、
碧
海
寿
広
氏

は
「
昭
和
初
期
の
仏
教
／
キ
リ
ス
ト
教
論
争
│
高
楠
順
次
郎
を
中
心
と
し
て

│
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
問
題
提
起
を
行
う
。
密
教
は
イ
ン
ド
中
世
初
期
に

隆
盛
を
誇
っ
た
「
タ
ン
ト
ラ
（
あ
る
い
は
タ
ン
ト
リ
ズ
ム
）」
の
中
に
位
置
づ

け
ら
れ
る
仏
教
の
一
形
態
で
あ
る
が
、
シ
ヴ
ァ
教
を
初
め
と
し
た
ヒ
ン
ド
ゥ

ー
教
タ
ン
ト
ラ
と
の
比
較
に
よ
り
、
種
村
氏
は
、
両
者
の
具
体
的
な
関
係
を

よ
り
詳
ら
か
に
す
る
研
究
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
指
摘
す
る
。
碧
海
氏
は
、

西
洋
に
お
け
る
仏
教
研
究
の
重
要
な
テ
ー
マ
で
あ
っ
た
「
仏
教
と
キ
リ
ス
ト

教
」
が
日
本
の
近
代
仏
教
で
も
テ
ー
マ
に
な
っ
て
い
た
点
を
示
し
、
検
討
が

加
え
ら
れ
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
基
調
講
演
と
シ
ン
ポ
ジ
ス
ト
の
問
題
提
起
に
よ
っ
て
、
比
較
思

想
と
い
う
視
点
か
ら
、
近
代
仏
教
学
が
と
ら
え
ら
れ
、
近
代
仏
教
学
研
究
に

新
た
な
視
点
が
提
供
さ
れ
、
近
代
仏
教
学
研
究
が
よ
り
進
展
す
る
こ
と
を
期

待
す
る
。

（
さ
と
う
・
ひ
ろ
ゆ
き
、
イ
ン
ド
哲
学
、
武
蔵
野
大
学
院
教
授
）

脈
々
と
中
国
、
チ
ベ
ッ
ト
、
日
本
に
受
け
継
が
れ
て
き
て
い
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
近
代
以
前
の
「
仏
教
学
」
に
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
研
究

方
法
が
、
近
代
に
な
っ
て
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
れ
は
、
日
本
に
お

け
る
仏
教
学
が
、
明
治
期
以
降
の
近
代
に
な
っ
て
、
西
洋
の
仏
教
学
研
究
の

方
法
と
成
果
を
取
り
入
れ
、
展
開
す
る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
近
代

仏
教
学
の
基
礎
を
築
い
た
南
條
文
雄
（
一
八
四
九
│

一
九
二
七
）
や
高
楠
順
次

郎
（
一
八
六
六
│

一
九
四
五
）
な
ど
が
西
洋
に
留
学
し
、
イ
ギ
リ
ス
の
マ
ッ
ク

ス
・
ミ
ュ
ラ
ー
（
一
八
二
三
│

一
九
〇
〇
）
を
初
め
と
す
る
研
究
者
に
師
事
し

た
こ
と
か
ら
も
そ
れ
は
明
ら
か
で
あ
る
。
歴
史
的
に
仏
教
の
文
化
的
背
景
を

持
た
な
い
西
洋
に
あ
っ
て
、
仏
教
と
の
関
わ
り
は
、「
信
仰
対
象
と
し
て
の
仏

教
」
よ
り
も
「
研
究
対
象
と
し
て
の
仏
教
」
が
優
先
し
、
あ
る
い
は
、
捨
象

す
る
か
た
ち
で
始
め
ら
れ
た
と
も
言
え
る
。
少
な
く
と
も
、
西
洋
に
お
け
る

仏
教
と
の
関
わ
り
は
、
日
本
に
お
け
る
そ
れ
と
は
大
き
く
異
な
っ
て
い
た
こ

と
は
間
違
い
な
い
。
キ
リ
ス
ト
教
と
ギ
リ
シ
ャ
以
来
の
伝
統
を
受
け
継
ぐ
哲

学
と
い
う
文
化
的
背
景
が
あ
る
西
洋
に
お
い
て
、
仏
教
は
そ
の
俎
上
で
、
研

究
さ
れ
た
。
従
っ
て
、
西
洋
に
お
け
る
仏
教
学
研
究
は
、
キ
リ
ス
ト
教
や
哲

学
と
の
比
較
と
い
う
面
を
常
に
持
っ
て
い
た
。
そ
の
よ
う
な
研
究
方
法
と
成

果
を
取
り
入
れ
た
日
本
の
近
代
仏
教
学
は
、
自
ら
「
比
較
思
想
」
と
い
う
面

を
持
つ
こ
と
に
な
っ
た
。

　
本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、「
近
代
仏
教
学
」
と
「
比
較
思
想
」
を
キ
ー
ワ
ー

ド
と
し
、
基
調
講
演
者
と
二
名
の
シ
ン
ポ
ジ
ス
ト
に
よ
っ
て
、
近
代
仏
教
学

の
意
味
を
問
い
、
比
較
思
想
と
い
う
視
点
か
ら
近
代
仏
教
学
を
と
ら
え
る
こ

と
を
目
的
と
す
る
。

　
基
調
講
演
は
、
西
洋
の
仏
教
学
研
究
方
法
を
導
入
す
る
端
緒
を
開
い
た
高


